
一七六

め
、
問
条
第
十
五
項
及
が
第
十
六
項
を
削
り
、
開
条
第
十
七
壌
を
同
条
鱗
十
五
項
と
す
る
。

第
蕊
ム 
1

七
条
の
八
第
一
一
樹
中
「
又
は
分
割
割
分
離
(
溜
格
分
割
型
分
制
を
除
く
。
)
」
及
、
び
「 

は
分
割
玖
練
法
人
」
を

X

間
り
、
同
条
第
五
項
中
「
、
適
格
税
物
出
資
又
は
適
格
古
学
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

分
割
の
日
」
を
「
合
併
の
呂
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
又
は
分
割
型
分
割
」
及
び
「
又
は
分
割
承
継
法
人
」
を
揺
り
、

向
条
第
六
項
及
、
部
第
七
理
中
っ
第
十
五
項
及
び
第
十
七
項
」
を
「
及
び
第
十
五
項
」
に
故
め
、
陀
条
第
十
桜
中
「
撞
格
分

社
摂
分
割
、
組
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
い
そ
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
濃
い
に
、

「
合
併
又
は
分
副
都
聖

っ
、
被
瑚
物
出
資
法
人
又

は
被
卒
後
設
立
法
人
い
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人 

に
攻
め
、
同
条
第
十
一
一
唄
中
「
謹
格
分
社
塑
分
割
、
適
格
現
物
語
資

又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
遺
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
主
改
め
、
同
条
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
を
削
り
、
関
条
第

十
九
項
を
同
条
第
十
七
項
と
す
る
。

第
五
十
七
条
の
九
第
一
一
環
中 

3
入
は
分
割
型
分
制
〈
適
機
分
割
明
分
割
を
除
く
。
)
」
及
が
「
又
は
当
核
分
割
裂
分
部
い

を
削
り 

J

問
条
第
五
穏
第
一
間
行
中
「
又
は
分
割
担
分
割
い
及
川
M

J
八
は
分
割
泳
織
法
人
」
俊
樹
る
。

i

H
L

第
?
な
十
七
条
の
ム 

第
」
翌
中
「
法
人
む
の
下 

「
法
人
説
法
第
一
一
条
第
九
ロ
げ
に
規
定
す
る
普
通
法
人
の
う
ち
」
を

「
に
お
け
る
資
本
金
の
額
」
を
「
に
お
い
て
資
本
金
の
額
」
に
、

「
法
人
税
法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
普
違
法 

え

O 


•  

O 


B



人
」
を
「
も
の
及
び
問
法
第
六
十
六
条
第
六
項
第
一
一
号
に
掲
げ
る
法
人
に
競
当
す
る
も
の
い
に
改
め
、

「
除
く
」

の
下
に

2
「
。
次
壊
に
お
い
て
開
閉
じ
い
を
、

「
残
額
い

の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
問
じ
。
」
を
加
え
、
同
条
第
一
一
噴
中
「
第
五
十
二

条
第
一
一
頃
」

の
下
に
「
又
は
第
六
項
」
を
加
え
、

「
問
項
中
「
計
算
し
た
金
額
」
」
を
「
両
衆
鱒
一
一
項
中
「
計
算
し
た
金
額

〈
第
六
項
」
」
に
改
め
、

「
第
五
十
七
条
の
ふ 

第
一
項
」

の
下
に
「
又
は
第
…
一
項
」
を
加
え
、

「
用
問
墳
に
」
を
「
同
開
条
錦
一

項
又
は
第
一
一
項
に
」
に
、

「
金
額
」
と
す
る
」
を
「
金
額
(
第
六
項
い
と
す
る
」
に
絞
め
、
田
川
頃
中
公
開
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
北
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
人
が
法
人
税
法
第
去
十
二
条
第
六
墳
の
規
定
の
満
期
を
受
け
る
場
合
に
は
、
問
問
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
問
問
項
に

続
窓
す
る
連
格
分
割
等
の
直
畿
の
時
を
事
業
年
度
終
了
の
時
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
適
格
分
割
等
に
よ
り
移
転
す
る

i

一
括
評
錨
金
銭
債
権
の
類
簿
価
額
の
合
計
額
に
政
令
で
定
め
る
割
合
、
由
化
策
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
も
っ
て
、
同
璃
ハ
に
規
定


す
る
一
括
貸
尉
阿
部
調
金
繰
入
相
限
度
繍
に
桔
当
す
る
金
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


第
五
十
八
条
鰐
一
寝
中
「
一
千
成
一
一
十
二
年
一
一
一
月
三
十
一
日
い
を
「
一
平
成
一
一
十
五
年
三
月
五
十
一

に
改
め
、
問
問
条
第


項
中
「
平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
」
を

「
平
成
一
一
十
五
年
一
一
一
月
三
十
一
言
」
に
、

「
第
十
五
慣
例
」
を
「
第
十
四
事
」
に

改
め
、
同
条
第
五
寝
中
つ
適
絡
現
物
出
資
北
側
し
く
法
適
格
事
後
設
立
」
を
「
若
し
く
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
合
併
マ
〈

二
七
七

〆� 
L 
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二
七
八

は
分
割
摺
分
翻
の
日
い
を
「
合
併
の
毘
」
に
改
め
、
問
項
燐
…
…
号
中
「
又
は
分
割
塑
分
割
む
よ
り
分
割
京
継
法
人
に
鉱
業
事

務
所
の
全
部
又
法
一
部
を
移
転
し
た
場
合
」
を
削
り
、

「
若
し
く
註
海
外
探
鉱
準
信
金
の
金
額
又
は
分
割
型
分
譲
蓋
誌
に
お

け
る
探
鉱
準
嬢
金
の
金
額
の
う
ち
そ
の
移
転
す
る
こ
と
と
な
っ
た
鉱
業
事
務
所
に
保
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
計
算
し
た
金
額
〈
当
該
分
割
摺
分
鰐
に
よ
り
分
刻
承
継
法
人
に
当
該
鉱
業
事
務
所
の
全
部
を
移
転
し
た
場
合
に
は
、

…
そ
の
分
割
取
分
鶴
議
論
に
お
け
る
探
鉱
準
鱗 

燃
の
金
額
)
い
を
「
又
は
構
外
探
鉱
準
錨
金
の
金
額
」
に
改
め
、
開
条
第
六
項

及
び
第
七
項
中
「
第
十
匹
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
詞
条
第
九
項
中
「
適
格
分
社
聖
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適

格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
寝
物
出
資
い
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被

現
物
出
資
法
人
い
に
殺
め
、
問
条
第
十
項
や
「
適
格
分
社
盟
分
離
、
適
格
綿
物
出
資
又
は
議
柊
事
後
設
立
い
を
吋
譲
柊
分
離

A

又
は
適
伸
明
現
物
出
混
成
」
に
改
め
、
開
条
第
十
開
国
れ
を
削
り
、

開
条
第
十
王
項
中
「
及
び
第
ア
ハ
項
」
を
「
、
第
耳
環
及
び
第
六


寝
」
に
改
め
、
問
項
を
同
条
第
十
四
項
と

、
同
条
第
十
六
車
(
を
百
円
条
第
十
五
項
と
す
る
。


第
六
十
一
条
の
ニ
第
一
寝
中
「
法
人
で
、
」
の
下
に
「
認
定
農
業
生
産
法
人
等
〈
」
を
鰐
え
、

「
、
農
業
経
営
基
盤
強
北

促
準
法
第
一
一
十
五
条
第
一
鳴
い
そ
「
又
は
農
業
経
営
謀
搬
強
化
総
選
法
第
一
一
十
一
一
一
条
第
一
一
望
に
、

「
廿
入
は
農
業
の
拐
…
い
手

に
対
す
る
経
営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
第
一
号
ロ
に
喝
行
る
も
の
(
第
一
ニ
項
に
お
い 



て
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「
認
定
農
業
生
産
法
人
等
」
と
い
う
」
を
「
を
い
う
。
第
一
二
項
に
お
い
て
問
、
じ
」
に
、

「
、
田
川
法
」
を
「
、
農
業
の
担
い

手
に
対
す
る
経
営
安
定
の
た
め
の
交
件
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法
律
」
に
、

「
計
画
と
し
て
政
令
」
を

「
も
の
と
し
て
需
務
省

ん
♂
に
改
め
る
α

第
六
十
一
条
の
一
一
一
第
一
環
中
「
瀦
格
事
後
般
立
い
そ
「
議
機
現
物
分
配
い
に
改
め
る
。

第
六
十
一
条
の
四
第
一
一
嶋
中
吋
平
成
二
十
二
年
三
月
五

一
日
」
を
「
平
成
一
一
十

年
三
月
去
十
一
日
」
に
改
め
、

「
(
清
算
中
の
各
事
業
年
震
を
議
く
。
)
」
を
削
り
、

「
で
あ
る
法
人
」

の
下
に
「
(
法
人
税
法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す

る
普
通
法
人
の
う
ち
当
議
事
業
年
震
終
了
の
日
に
お
い
て
霞
法
第
六
十
六
条
第
六
項
第
二
号
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
も

の
を
賂
く
。
〉
」
晶
化
加
え
る
。

第
六
十
…
一
条
第
一
一
嶋
中
吋
平
成

二
年
五
月
一
一
一
十
一
銭
」
晶
化
「
平
成
二
十
四
年
…
一
一
月
一
一
一
十
一
日
」
に
改
め
、

「
又
は
解

散
(
合
併
に
よ
る
解
散
を
除
く
。
〉
を
し
た
場
合
に
お
け
る
議
算
所
得
(
当
該
法
人
が
用
法
第
九
十
ニ
条
第
一
一
壌
に
規
定
す

る
内
罰
普
通
法
人
等
で
あ
る
場
合
の
清
算
所
得
に
罷
る
。
)
に
対
す
る
法
人
税
の
額
」
、

「
(
こ
れ
ら
の
規
定
を
罰
法
第
百

ゅ
一
条
橋
一
一
唄
第
二
号
に
お
い
て
連
用
す
る
も
の
と
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
第
九
十
九
条
」
及
、
び
寸
第
四
十
一
一
条
の
十
一

第
近
嘆
い
を
削
り
、
開
条
橋
中
ハ
現
第
一
一
号
中
「
第
四
十
一
一
粂
の
十
一
一
訟
で
い
そ
「
第
四
十
一
一
条
の
十
…
ま
で
」
に
、

一一七九

「
、
購
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凶
ト
ニ
条
の
七
第
一
一
現
及
び
第

‘
一
条
の
九
第
一
項
」
を
「
及
び
第
四
十
一
一
条
の
七
第
一
一
理
」
に
、

「第州側

ぉ
一
条
の
十

一
一
条
の
九
第
…
瑚
〕

一
館
一
一
凶
明
、
」
を
「
第
四
十
一
一
条
の
し 

第
一
一
項
、
い
に
、

i

「
第
凶
十
二
条
の
十
鰐
二
環
い
を
「
第

「
第
四
十
二
条
の

…
第
…
一
壌
及
、
び
第
出

一
一
条
の
十
一
一
第
一
川
出
自
営
「
第
期

一
一
条
の
ふ 

鱗
二
域
中
「
説
、
か
に
前

i

条
」
と
あ
る
の
は
つ
前
条
援
が
む
第
六
十
一
一
条
第
一
税
い
と
、
第
四
十
二
条
の

…
第
一
一
鳴
い
に
改
め
る
。

鰯
六
十
二
条
の
一
一
一
第
一
職
中
「
又
は
清
算
所
得
民
対
す
る
法
人
税
の
轍
」
、

「
(
こ
れ
ら
の
規
定
を
部
門
法
第
百
一
一
条
第
一

現
第
」
特
は
お
い
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
場
合
弁
}
含
む
。
)
、
第
九
ト
九
条
」
及
び
つ
構
図

ニ
条
の
十
一
第
五
項
」

を
削
り
、
同
条
第
一
一
項
機
一
号
イ
及
び
ロ
中
「
適
格
裏
付
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
改
め
、
間
関
号
八
を
割
り
、
開
条

第
一
一
一
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
又
は
清
算
一
所
得
に
対
す
る
法
人
税
の

額
」
、

「
(
こ
れ
ら
の
規
定
を
毘
詰
第
吾
二
条
第
一
一
境
第
二
号
に
お
い
て
適
用
す
る
も
の
と
す
る
場
合
を
含
む
。
〉
、
第
九

i

十
九
条
」
及
び
「
、
第
四
十
二
条
の
十
一
第
五
事
」
を
部
り
、
河
条
第
九
項
中
「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」

を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
向
条
第
し 

項
中
吋
第
一
一
条
第
三
十
九
丹
」
を
「
第
一
一
条
第
一
一
一
ト
六
号
」
に
改
め
、

条
第
十
崎
明
第
三
号
中

「
併
用
問
十
三
条
の

こ
ま
で
」
を
「
鵠
間
十
一
一
条
の
十
二
次
で
い
に
、

「
、
第
畑
山
十
一
一
条
の
七
第
一
一

項
及
び
第
四
十
一
一
条
の
九
綿
一
一
様
」
を
「
及
が
第

一
一
条
の
七
第
二
項
」
に
、

吋
筋
削
ふ 

ニ
条
の

l

一
第
一
一
壊
、
い
を

Vハ 

!O 

伊
同
、
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る
「
第
四
十
ニ
条
の
十
第
三
職
、
」
に
、

「
鵠
毘
十
二
条
の
十
第
二
項
」
を
「
第
四
十
一
一
条
の
九
第
一
環
」
に
、

「
第
四
十

条
の
十
一
第
三
項
及
、
び
第
題

一
一
条
の
十
二
第
一
一
頃
」
を
「
鈍
器

二
条
の
ふ
�
 第
二
項
中
「
並
び
に
前
条
い
と
あ
る
の
は

i

「
、
能
条
並
び
に
第
六
十
一
一
条
の
三
」
と
、
第
密
十
…
一
条
の

一
第
二
期
ご
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
一
一
明
中
�
 「
又
は
鴻
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
の
額
」
、

「
〈
こ
れ
ら
の
媛
建
中
台
同
法
第
百
一
一
条
第
一
項
鈎

ニ
号
に
お
い
て
連
用
す
る
も
の
と
す
る
場
合
を
含
む
。
〉
、
第
九
十
九
条
」
及
び
つ
第
四
十
一
一
条
の
十
一
第
五
璃
い
を
期

第
六
十
四
条
第
一
一
頃
中
「
法
人
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
、
次
条
、
第
六
十
五
条
第
一
一
一
項
及
、
び
い
の
下
に
「
第
班
犠
並
び

に
」
を
加
え
、
同
条
鶴
八
寝
中
「
瀧
格
分
社
担
分
裂
、
」
・
甲
信
「
適
格
分
割
、
い
に
、

「
適
格
率
後
設
立
」
そ
「
適
格
現
物
分

配
」
に
、

現
物
分
配
」
に
、

人
」
に
改
め
る
。

「
適
格
分
社
担
分
説
等
」
を
「
議
格
分
割
等
い
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
援
現
物
分
配
法
人
い
に
改
め
、

向
条
第
十
項
中
「
適
格
分
社
型
分
欝
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
罰
条
第
'
十
一
寝
中
「
適
諮
事
後
段
立
」
を
「
滴
梼

「
被
事
後
設
立
法
人
い
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
八
万
罰
法

第
六
十
四
条
の
二
第
二
機
中
�
 
e

「
第
四
慣
例
」
を
「
第

璃
第
二
号
」
に
改
め
、
罰
条
第
二
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
適
格

j
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現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
い
を
「
連
接
分
割
又
は
連
絡
現
物
出
資
」
に
改
め
、

型
分
割
等
い
と
い
う
。
い
を
削
り
、

「
当
該
適
格
分
社
期
分
割
等
」
を

制
法
継
法
人
等
(
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
遺
格
分
社

1

当
誤
連
絡
分
割
又
誌
璃
格
調
物
出
資
」
に
、

資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
)
い
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
、

「
当
該
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
当
該
分
割
承
継
法
人
又
は

被
現
物
出
資
法
人
い
に
改
め
、
開
条
第
一
一
一
説
中
「
適
格
分
社
盤
分
割
等
」
そ
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

再
条
第
問
項
中
「
、
滴
格
現
物
保
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
コ
人
誌
遥
格
判
明
物
密
資
」
に
、
「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は

被
事
後
設
立
法
人
い
を
「
メ
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
陣
要
第
二
号
を
部
り
、
問
項
第
三
口
守
中
「
遥
格
分
社
製
分
割

等
い
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、
「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
ゑ
継
法
人
又
詰
設
現
物
出
資
法
人
」
に

改
め
、
日
間
号
を
問
項
第
二
時
と
し
、
問
問
条
第
冗
寝
中
「
適
格
分
割
、
域
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
な
(
円
以
下
と
の
寝
に

お
い
て
「
適
格
分
都
等
」
と
い
う
。
)
」
及
び
「
過
絡
分
社
壁
一
分
割
等
」
を
「
適
格
分
裂
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

謡
歌
継
法
人
紘
一
ザ
」
を
「
分
鰐
京
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
他
人
」
に
、

「
当
該
適
格
分
割
枯
一
ど
を
「
当
該
連
格
分
都
又
は
違

格
現
物
出
資
」
に
殺
め
、
開
条
議
八
頃
中
「
適
格
分
社
型
分
報
等
を
」
を
「
嬢
格
分
謡
、
適
格
現
一
物
出
資
又
は
適
格
南
部
物
分

配
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
格
分
判
的
等
」
と
い
う
。
〉
を
」
に
、

吋
当
該
適
格
分
社
型
分
観
等
」
を
「
当
該
適
格
分
割

i¥. 
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等
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、

項
中
「
の
う
ち
同
項
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
有
す
る
も
の
」
を
削
る
。

第
六
十
五
条
第
四
項
後
段
を
削
り
、

同
条
第
五
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
」
を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物

分
配
法
人
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」

を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
第
四
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
条
第
一
一
唄
」
に
改
め
、

「
適
格
事
後
設
立
に
係
る
事
後
設
立
法
人
」
を
「
適
格
現
物
分
配
に
係
る
現
物
分
配
法
人
」
に
、

被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
適
格
現
物
分
配
に
よ
り
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
第
六
号
及
び
第
十
一
号
」

を
「
第
十
号
」
に
改
め
、

同
項
第
六
号
を
削
り
、

第
七
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
、
ず
つ
繰
り
上
げ
、

同
項
第
十
一
号
中
「
第
七
号
」
を

「
第
六
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、

同
項
第
十
一
号
の
二
中
「
第
七
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
、

同
号
を

同
項
第
十
一
号
と
し
、

同
項
第
二
十
四
号
中
「
第
五
十
九
条
」
を
「
第
七
十
二
条
」
に
、

同
条
第
十

「
適
格
事
後
設

同
条
第
三
項
第
四
号
中

「
適
格
事
後
設
立
に
よ
り

「
第
六
十
条
第
二
唄
」

を

十
三
条
第
一
項
」
に
、

「
第
十
三
条
第
一
項
」

「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、

「
第
二
章
第
三
節
」

を
「
第
二
章
第
四
節
」

を

ぐ

〈
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同
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に
改
め
、
同
条
第
二
項
期
間
口
げ
山
中
「
適
格
事
後
設
立
に
係
る
事
後
設
立
法
人
」
を
「
璃
格
現
物
分
艶
に
錦
町
。
現
物
分
配
法

人
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
に
よ
り
援
事
後
設
立
法
人
」
を
「
適
務
現
物
分
配
に
よ
り
被
現
物
分
記
法
人
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
五
の
二
第
密
情
幌
市
ザ
「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
設
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格

現
物
分
配
」
に
、

「
又
は
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
分
艶
法
人
い
に
改
め
、
同
条
第
七
寝
第
一
号
中
「
適
格
事
後
設

立
」
を
「
溺
格
酬
明
物
分
前
」
に
改
め
る
。

第
六
卜
五
条
の
七
第
四
項
中
「
連
絡
事
後
設
立
い
を
「
適
絡
璃
物
分
担
」
に
、

「
被
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配

法
人
」
に
改
め
、

「
又
註
適
格
分
割
に
該
当
し
な
い
分
訴
型
分
欝
」
及
、
び
「
又
は
分
割
割
分
説
」
を
黙
り
、
同
条
第
九
項
中

「
適
格
分
社
型
分
割
、
」
を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
適
格
分
社
型
分
割

強
ザ
」
を
「
適
格
分
割
等
」
託
、

「
被
挙
後
設
立
法
人
い
を
「
被
現
物
分
配
法
人
い
に
改
め
、
向
条
第
十
一
明
中
「
適
格
分
社

盟
分
割
等
い
な
「
適
格
分
鶴
等
い
に
殺
め
、
同
条
第
十
二
寝
中
心
感
後
設
立
法
人
」
を
「
現
物
分
挺
法
人
」
に
改
め
、

ぺ又

は
藤
格
分
割
に
該
部
し
な
い
分
割
型
分
制
」
及
び
「
又
は
分
割
讃
分
割
」
を
削
り
、
同
条
第
十
五
現
第
一
号
口
及
び
第
一
一
号

「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
八
第
一
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
適
格 



現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
割
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
適
格
分
社

型
分
割
等
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、

「
適
格
分
社
型
分
割
等
に
係
る
分
割
承
継
法
人
等
(
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法

人
文
は
被
事
後
設
立
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
に
係
る
分
割

承
継
法
人
文
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資

法
人
」
に
、

「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
適
格
分
社
型
分

割
等
」

を
「
適
格
分
割
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
、
適
格
現
物
出
資
文
は
適
格
事
後
設
立
(
以
下

こ
の
条
に
お
い
て

「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
。
)
」

を
「
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
適
格
合
併
等
の
」
を
「
適
格
合

併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
の
」
に
、

「
適
格
合
併
等
に
」
を
、
「
適
格
合
併
、
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
に
」

ー伊
」
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
合
併
法
人
等
」
と
い
う
。
)
」
を
「
文
は

被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
文
は
適
格

現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
文
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と

し
、
同
条
第
五
項
中
「
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
文
は
適
格
事
後
設
立
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
適
格
分
割
等
」
と
い

う
。
)
」
及
、
び
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
文
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承

二
八
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継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
、

「
当
該
適
格
分
割
等
」
を
「
当
該
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
設
め
、
河
条

第
六
項
中
「
A
U
酔
法
人
等
が
」
を
「
合
併
法
人
、
分
割
承
綾
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
が
」
に
、

「
合
併
併
法
人
紘
一
寸
の
連
格

合
併
等
い
を
「
会
併
法
人
、
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
部
資
法
人
の
適
格
合
併
、
滴
権
分
割
又
は
購
格
積
物
出
資
」
に
改

め
、
開
条
第
八
市
例
中
「
灘
格
分
社
割
分
割
等
そ
い
そ
「
瀦
機
分
倒
的
、
勝
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
艶
〈
以
下
と
の
現
に

お
い
て
「
瀦
格
分
部
等
い
と
い
う
。
〉
を
い
に
、

「
適
格
分
社
盟
分
隣
紘
一
吋
の
ん
を
「
滴
格
分
割
等
の
い
に
、

「
溺
格
分
社
担

分
割
等
に
よ
り
」
を
「
適
格
分
割
等
に
よ
り
」
位
、

「
選
終
分
社
制
部
分
割
等
に
係
る
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
濃
絡
分
割
等

に
採
る
分
笥
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分
艶
法
人
(
以
下
と
の
項
に
お
い
て

「
分
例
制
承
経
法
人
等
」
と
い

う
。
)
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
の
う
ち
胃
項
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
有
す
る
も
の
円
を
諮
り
、
同
条
第
十
二

壌
中
「
合
併
法
人
等
」
を
「
合
併
法
人
、
分
割
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
問
問
条
第
十
密
項
中
「
適
格
合

併
等
い
そ
「
遊
格
合
併
、
適
格
分
割
、
漉
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
担
(
次
現
に
お
い
て
吋
議
柊
合
併
等
」
と
い

ぅ
。
〉
い
に
、

「
合
併
法
人
等
い
な
「
合
併
詩
人
、
分
劉
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
読
物
品 
配
法
人
〈
次
項
に

お
い
て
「
合
併
法
人
等
い
と
い
う
。
〉
」
に
改
め
、
同
条
第
十
有
機
中
「
戦
後
設
立
法
人
い
を
吋
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め

る。
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第
六
十
五
条
の
十
第 
mm
磯
山
市
「
盤
梅
分
社
盟
分
割
、
」
を
「
適
格
分
割
、
」
に
、

吋
尚
一
格
事
後
設
立
」
を
「
議
格
礎
物
分

「
謹
格
分
社
製
分
割
等
い
な
「
漉
格
分
割
等
い
に
、

ぷ
似
事
後
設
立
法
人
い
そ
「
被
現
物
分
航
法
人
」
に
改
め
、

間
条
第
六
環
中
「
瀦
絡
分
祉
制
部
分
割
等
い
な
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
蕊
条
の

一
第
問
問
項
、
中
「
適
格
分
社
離
分
割
、
」
そ
「
尚
一
格
分
割
、
」
に
、

「
繭
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物

分
凱
い
に
、

「
適
格
分
社
摺
分
鵠
等
」
校
長
縦
格
分
艶
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
割
法
人
」
に
改

め
、
詞
条
捕
ム
ハ
現
中
叶
適
格
分
社
型
分
綿
等
い
を
「
適
務
分
側
部
等
い
に
改
め
る
。

第
六
十
五
条
の
十
二
第
一
一
境
中
吋
第
五
寝
」
を
「
第
五
現
第
ニ
号
」
に
改
め
、
問
条
第
三
項
、
中
「
適
格
分
社
聖
分
割
、
議
一

格
現
物
出
資
又
は
適
絡
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
適
格
分

社
製
分
割
等
」
と
い
う
。
」
を

「
当
該
遥
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
当
該
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
(
分
割
承
経
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
)
」
を
「
分
割
承
継
法
人
又
は
接
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
詞
条
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分

割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
関
条
第
五
寝
中
「
、
適
轄
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
叉
は
適
格
現
物
出

資
」
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
殺
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、

向
型
第
二
号
を
削

~
一
八
七

4 
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八

り
、
問
壊
第
三
口
守
中
「
連
絡
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
翠
物
出
資
」
に
、

「
分
裂
承
継
法
人
等
」
を
一
「
分

麟
承
継
法
人
又
は
被
現
物
取
資
法
人
い
に
改
め
、
問
脅
か
}
制
問
現
第
一
一
号
と
し 

問
条
第
六
寝
中
「
議
格
分
割
、
溜
格
器
物
出

資
又
は
謹
格
事
後
設
立
(
立
下
と
の
市
引
に
お
い
て
「
適
絡
分
割
等
い
と
い
う
。
)
」
及
び
「
適
格
分
社
恕
分
制
等
い
を
「
漉

格
分
部
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
説
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
、

「
当
該
適

格
分
器
等
い
を
「
当
該
鰭
格
分
挺
又
は
適
格
現
物
出
資
い
に
改
め
、
部
門
条
第
九
噴
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
を
」
を
「
適
格

分
割
、
適
絡
現
物
出
資
又
は
譲
絡
現
物
分
割
〈
以
下
こ
の
現
に
お
い
て
「
議
絡
分
割
等
い
と
い
う
。
〉
ゅ
よ
に
、 

該
溜

格
分
社
聖
分
割
等
」
を
「
当
該
連
絡
分
割
等
」
に
、

「
ハ
刀
一
割
承
継
法
人
等
」
を
「
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は

被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十 

寝
中
「
の
う
ち
問
項
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
有
す
る
も
の
」
を
揺
る
。

J

第
六
十
五
条
の
十
一
一
一
第

噴
出
叩
「
適
格
分
社
恕
分
齢
、
」
を
「
滴
格
分
齢
、
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
謹
格
現
物


分
髭
」
立
、

「
蘭
格
分
社
整
分
割
等
」
を
「
適
格
分
欝
等
」
に
、

「
援
事
援
設
立
法
人
」
を
「
被
境
物
分
開
法
人
」
に
改


め
、
間
関
条
第
六
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。


第
六
十
五
条
の
十
四
第
一
一
嶋
中
吋
第
十
江
項
」
を
「
第
五
頃
第
一
一
号
い
に
、

「
同
号
の
土
地
建
物
等
」
を
「
開
条
第
一
項
第

ニ
号
の
土
地
強
物
等
い
ピ
改
め
、
同
条
第
一
一
一
壌
中
「
強
格
分
社
型
分
判
的
、
瀧
格
現
物
出
資
又
は
議
絡
事
後
設
立
い
そ
「
適
格

J

J
3
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八
九

分
裂
又
は
適
格
現
物
出
資
一
」
に
改
め
、

「
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
主
題
格
分
社
型
分
割
削
等
」
と
い
う
。
」
を
黙
り
、

「
当
該

連
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
当
該
適
格
分
割
又
法
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
法
人
等
(
分
割
承
継
詰
入
、
被
現
物

出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
な
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

〉
い
そ
吋
分
離
承
継
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法

人
」
に
改
め
、
同
条
第
四
磯
中
「
適
格
分
社
型
一
分
説
等
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
口
に
改
め
、
日
間
条
第
五
項
中

「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法

人
」
を
吋
又
は
被
現
物
出
資
法
人
い
に
改
め
、
問
問
壊
第
一
一
号
晶
化
削
り
、
持
項
第
一
一
一
号
中
謀
総
絡
分
栓
型
分
割
等
い
そ
吋
適
格

分
割
又
誌
璃
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
割
承
継
諸
人
等
」
そ
「
分
割
承
鱗
法
人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
開
制
吋
を

岡
市
制
第
二
号
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
適
格
分
割
問
、
適
楼
現
物
出
資
又
法
適
格
事
後
設
立
(
円
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
格

分
割
等
」
と
い
う
。
〉
」
及
び
一
適
格
分
社
塑
分
裂
等
」
を
「
適
格
八
万
倒
的
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
分
劉
承
織
法
人

等
い
そ
「
分
翻
承
継
法
人
マ
〈
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
、

J
d
誠
適
格
分
割
等
」
を
「
当
山
政
適
格
分
制
又
は
適
格
現
物
出

資
」
に
改
め
、
鰐
条
第
九
項
中
「
適
格
分
社
型
分
裂
等
を
」
を
「
適
格
分
割
問
、
適
格
現
物
出
資
一
又
法
適
格
現
物
分
配
(
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
適
格
分
裂
等
」
と
い
う
。
)
を
」
に
、

「
当
該
連
絡
分
社
型
分
割
等
」
を
「
市
河
川
被
適
格
分
摂
等
」
に
、

「
分
都
承
畿
法
人
等
い
そ
「
分
都
承
継
法
人
、
被
環
物
出
資
法
人
又
は
機
細
部
物
分
配
法
人
」
に
故
め
、
問
条
第
十
一
項
中

c 
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「
の
う
ち
持
項
に
規
定
す
る
完
全
支
配
関
係
を
有
す
る
も
の
」
を
削
る
。

第
六
十
五
条
の
十
五
を
削
る
。

第
六
十
六
条
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
一
分
割
、
」
を
「
適
格
分
割
、
い
に
、

「
溜
務
事
後
設
な
い
を
「
適
格
現
物
分
配
」

占
マ
」
、

「
適
格
分
社
製
分
割
等
」
品
化
吋
適
格
分
鋭
等
ん
に
、

「
被
挙
後
設
立
法
人
い
を
「
被
現
物
分
記
法
人
い
に
改
め
、
同
条

第
六
項
中
羽
瑚
絡
分
社
型
分
割
等
」
を
「
璃
格
分
割
等
」
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条
の
一
一
第
七
項
中
「
瀦
格
分
社
整
分
翻
、
」
を
「
議
絡
分
割
、
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
し
を
「
瑠
格
現
物
分

問
い
に
、

「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
滴
格
分
鵠
瞳
一
ご
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
安
門
被
現
物
分
配
法
人
」
に
肱
め
、

同
条
第
九
寝
中
「
適
格
分
社
整
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
日
間
条
第
十
璃
中
「
被
挙
後
設
立
法
人
」
品
化
「
被
現

物
分
割
法
人
」
に
、

「
適
格
挙
後
設
立
」
を
「
適
格
者
物
分
配
」
に
、

「
又
は
一
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
分
記
法

人
」
に
改
め
、
同
条
第
十

璃
第
一
口
守
中
町
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
改
め
る
。

第
六
十
六
条
の
問
第
一
環
中
「
第
六
項
」
を
「
第
五
項
」
に
改
め
、

「
及
び
解
散
(
合
併
に
よ
る
解
散
を
除
く
。
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
問
じ
。
)
に
よ
る
消
算
一
所
得
〈
清
算
所
得
に
対
す
る
法
人
税
晶
化
調
附
さ
れ
る
法
人
の
清
皆
界
中
の
事
業
年
肢
の
所

持
及
び
同
法
第
百
三
条
第
一
一
喫
第
二
時
の
規
定
に
よ
り
解
散
に
よ
る
清
算
所
得
と
み
な
さ
れ
る
金
額
そ
含
む
。
第
七
噴
に
お 



仁

九

い
て
伺
じ
。
)
い
そ
削
り
、
開
条
第
一
ニ
項
中
「
〈
同
法
第
吾
一
一
条
第
一
一
頃
第
一
号
に
境
定
す
る
所
得
の
金
額
を
含
む
。
〉
い

を
間
り
、
河
条
第
四
事
中
「
〈
法
人
税
法
第
百
二
条
第
一
現
第
一
号
に
規
定
す
る
一
所
得
の
金
額
を
含
む
。
〉
」
を
削
り
、
同

条
第
班
壌
を
制
的
り
、
同
条
第
六
項
、
甲
信
伺
条
第
五
項
と
し
、
間
条
第
七
項
中
「
根
簿
設
問
類
」
を
「
議
類
と
し
て
財
務
省
令
で
定

め
る
も
の
」
に
改
め
、

「
を
い
う
」

の
下
に
す
次
項
に
お
い
て
河
じ
」
を
加
え
、

「
次
謡
、
、
第
九
項
及
び
第
十
一
一
環
第
一
一

号
に
お
い
て
司
じ
。
」
を
間
り
、

「
脅
し
く
は
欠
損
金
額
又
は
解
散
に
よ
る
清
算
一
昨
得
の
金
額
」
を
「
又
は
欠
陥
掛
金
額
」

伊
」
、;
 
「
第
二
条
第
鵠
十
三
号
」
ぞ
「
第
二
条
第
一
ニ
十
九
号
い
に
、

「
第
十
六
項
」
を
「
第
十
蕊
項
」
に
、

面
一
条
第
閉
山
十
閉
山

号
」
を
「
向
条
第
四
十
号
」
に
改
め
、
河
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
剖
条
第
八
寝
中
「
保
存
す
る
帳
簿
書
額
」

の
下
に

「
〈
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
緑
の
作
成
又
誌
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
楠
組
織
的
記
銀
を
合

む
。
以
下
こ
の
職
、
次
寝
及
び
第
十
一
環
第
一
一
号
立
お
い
て
陀
じ
。
)
い
を
加
え
、
問
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
河
条
第
九

寝
中
「
第
七
項
」
を
よ
控
ハ
項
目
」
に
、

「
鑑
簿
零
細
捌
又
は
」
を
「
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
又
は
い
に
改
め
、
問
、
壌
を
罰
条

第
八
項
と
し
、
問
条
第
十
項
そ
悶
条
第
九
項
と
し
、
伺
条
第
十
一
項
中
「
第
九
沼
(
」
を
「
第
八
項
目
」
に
改
め
、
問
項
そ
問
条

第
十
璃
と
し
、
詞
条
第
十
二
項
中
「
十
万
円
」
を
「
一
一
一
十
万
円
」
に
世
め
、
問
項
第
一
号
中
「
第
九
嘆
」
を
「
鰐
八
項
」
に

改
め
、
問
項
を
関
条
第
十
一
明
と
し
、
同
条
第
十
三
項
か
ら
第
十
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
向
条
第
十
六
灘
中



C 

「
第
六
ト
六
条
の
密
第
十
六
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
四
第
ト
五
項
」
に
改
め
、
田
川
壌
を
縮
問
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十

七
項
を
問
条
第
十
六
環
と
し
、
問
条
第
十
八
壌
を
問
条
第
十
七
現
よ
し
、
間
条
第
十
九
磯
山
γ

「
締
約
悶
い
の
下
に
ご 
〈
は
締

V

約
者
い
を
加
え
、

第
六
十
六
条
の

第
十
近
頃
筋
豆
げ
に
改
め
る
。

「
条
約
相
手
国
」
を
「
条
約
相
手
国
等
」
に
設
め
、
伺
噴
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
こ
十
理
中

「
第
七
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
、
需
要
を
同
条
第
ヤ
九
項
と
す
る
。

の
一
一
揖
-
璃
中
「
条
約
組
側
手
鑓
い
を
「
条
約
制
相
手
関
等
い
に
、

ぷ
樹
脂
粂
第
十
六
項
第
二
台
を
「
品
川
則
条

第
六
十
六
条
の
五
第
一
寝
中
「
(
法
人
税
法
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
所
得
の
金
額
を
含
む
。
)
」

り
、
同
条
第
四
項
第
九
号
中
「
(
法
人
税
法
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
を
提
出
す
べ
き
法
人
の
措
算
小
の
各

事
業
年
肢
の
所
得
を
舎
む
。
)
若
し
く
は
」
そ
吋
又
は
」
に
改
め
、

吋
又
は
清
算
所
得
い
そ
制
約
り
、

「
あ
っ
て
は
一
般
得
税

法
」
仙
台
「
あ
っ
て
は
罰
法
い
に
改
め
、
問
条
第
五
明
を
削
り
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
一
九
墳
と
し
、
同
条
第
七
項
か
ら
第
九

項
ま
で
を
一
項
、
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
十
寝
中
「
第
一
項
か
ら
第
密
項
ま
で
及
、
び
第
六
項
か
ら
前
項
ま
で
」
を
「
話
各

項
」
に
改
め
、
問
瑛
を
向
条
第
九
項
と
し
、

開
条
第
十
一
墳
を
向
条
第
ト
頃
と
す
る
。

第
六
十
六
条
の
ふ
ハ
の

の
見
出
し
中
「
関
税
対
象
金
額
」
を
吋
課
税
対
象
金
額
等
」
に
改
め
、
開
条
第
一
環
中
「
ふ
も
の

九

• 
， 
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」、 〈
以
下
こ
の
款
い
そ
「
も
の

(
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
」
紅
、

「
出
資
を
い
う
。
以
下
こ
の
璃
及
び
次
寝
」
そ
「
出
資
ぞ
い

ぅ
。
以
下
第
四
事
ま
で
い
に
、

「
及
、
び
次
現
に
お
い
て
同
じ
。
)
、
」
晶
化
「
、
次
現
及
び
第
盟
理 
に
お
い
て
腎
じ
。
〉
、
」

r

「
纏
科
を
い
う
。
以
下
こ
の
現
及
、
ひ
次
璃
」
そ
「
擢
創
刊
を
い
う
。
以
下
と
の
項
、
次
璃
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、
間
内
議

会
号
中
「
高
分
の
五
」
を
「
事
分
の
十
」
に
絞
め
、
開
条
鱗
…
一
一
項
を
的
り
、
日
間
条
第
蹄
璃
中
「
及
び
前
職
」
を

第
一
璃
各
号
」
を
つ
詞
署
各
号
」
に
、

「
前
項
に
規
定
す
る
特
定
外
欝
子
会
社
等
が
」

を
「
特
定
外
重
子
会
社
等
(
株
式

等
精
し
く
は
議
券
の
保
有
、

ヱ
換
所
有
権
そ
の
鵠
の
技
術
に
鰐
ず
る
権
科
、
枇
付
加
の
技
術
に
よ
る
生
産
方
式
若
し
く
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
も
の

(
こ
れ
ら
の
権
利
に
関
す
る
使
用
議
後
今
回
む
。
)
若
し
く
は
著
作
権
(
出
版
権
及
、
び
著
作
隣
接
機
そ
の
他

こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。
)
の
撹
供
又
は
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
の
黛
付
け
(
次
補
引
に
お
い
て

「
特
定
事
業
」
と
い

ぅ
。
)
を
主
た
る
事
業
と
す
る
も
の

(
株
式
等
の
保
有
そ
主
た
る
事
業
と
す
る
特
定
外
関
子
会
社
等
の
う
ち
、
当
一
一
級
特
定
外

国
子
会
社
等
が
他
の
外
儲
法
人
の
事
識
活
動
の
総
合
的
な
管
理
及
び
調
整
を
、
通
じ
て
そ
の
一
寂
議
性
の
向
上
に
資
す
る
業
務
を

行
う
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
外
翠
法
人
と
し
て
故
令
で
定
め
る
も
の
の
株
式
等
の
保
有
そ
行
う
も
の
と
し
て
致
令
で
溜
め

を
体
部
く
の
)
、
が
、
」
紅
、

れ
る
事
務
所
、
窓
舗
、
工
場
そ
の
的
の
回
定
輝
総
を
有
し
、

る
も
の
そ
賂
く
。
)

「
固
定
絡
設
を
有
す
る
」
を
「
そ
の
主
た
る
事
業
安
…
り
っ
と
必
要
と
認
め
ら

か
つ
、

そ
の
事
撲
の
管
理
、
支
配
及
び
運
営
安
段
ら
行
っ
て
い

仁入

問.
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る
」
に
改
め
、
脳
内
市
側
を
阿
条
筋
立
壌
と
し
、
間
潤
の
次
に
次
の
一
壌
を
加
え
る
。

4

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
山
内
関
法
人
に
係
る
特
定
外
国
子
会
社
等
が
、
平
成
こ
十
二
年
題
月
一
一
討
以
後
に
開
始
す
る
各
事

業
年
震
に
お
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
規
定
を
適
罵
じ
な
い
適
用
対
象
金
額
を
有
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
競

各
事
業
年
療
に
採
る
次
に
掲
げ
る
金
額
(
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
当
核
特
経
外
部
子
金

社
等
が
行
う
事
業
〈
特
定
衛
常
識
を
隷
く
。
)
の
性
関
上
議
接
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
業
務
か
ら
生
じ
た
も
の
を
徐
く
。

以
下
之
の
現
に
お
い
て

「
特
定
所
得
の
金
額
」
と
い
う
。
)
を
有
す
る
と
き
は
、
当
該
各
事
業
年
患
の
特
定
所
得
の
金
額

の
合
計
蒙
(
次
項
に
お
い
て

「
部
分
遣
用
対
象
金
額
」
と
い
う
。
)

の
う
ち
そ
の
内
題
法
人
の
有
す
る
当
該
特
定
外
出
附
子

会
社
等
の
直
擁
及
、
び
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
に
対
応
す
る
加
も
の
と
し
て
そ
の
株
式
等
の
鵠
求
磯
の
内
容
を
勘
擁
し
て
政

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
…
計
算
し
た
金
額
〈
当
該
金
鱗
が
当
該
各
事
業
年
牒
に
係
る
課
税
対
象
金
額
に
相
当
す
る
金
額

を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
相
当
す
る
金
額
。
次
条
及
、
か
第
六

六
条
の
八
に
お
い
て

一部
分
課
税
対
象
金
額
」
と
い

ぅ
。
)

s

立
制
相
当
す
る
金
額
は
、

そ
の
市
内
冨
法
人
の
収
益
の
額
と
み
な
し
て
当
該
各
事
業
年
夏
経
了
の
司
の
翌
日
か
ら
一
一
月

を
経
過
す
る
告
を
含
む
そ
の
出
向
田
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
に
算
入
す
る
。

剰
余
金 
mw
臨
当
相
暗
の
鱗
(
当
諮
特
定
外
顕
子
会
社
等
の
有
す
る
地
の
法
人
の
株
式
等
の
数
又
試
金
械
の
そ
の
発
行
済

;It 
閥
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続
式
又
は
出
資
〈
そ
の
有
す
る
自
己
の
株
式
等
を
除
く
。
)

の
総
数
又
は
総
額
の
う
ち
に
ー
占
め
る
鶴
合
が
百
分
の
十
に

議
た
な
い
場
合
に
お
け
る
詣
該
他
の
法
人
(
第
四
号
に
お
い
て

「
特
定
法
人
い
と
い
う
。
〉
か
ら
受
け
る
も
の
に
駿

る
。
以
下
こ
の
号
と
お
い
て
同
じ
。
)

の
合
計
額
か
ら
当
該
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
を
得
る
た
め
に
蓋
譲
要
し
た
費
期

の
額
の
合
計
額
又
法
当
該
剰
余
金
の
寵
当
等
の
額
に
部
る
態
系
出
用
の
額
と
し
て
致
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た

金
額
を
牒
除
し
だ
残
額

棲
券
の
和
子
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
利
子
の
額
を
得
る
た
め
に
臨
接
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
又
は
当
競
和
子

の
額
に
係
る
費
用
用
の
穣
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
残
額

機
券
の
憐
灘
金
制
俄
〈
紫
入
消
離
が
持
わ
れ
る
場
合
に
域
、

そ
の
関
入
金
鍛
)
が
そ
の
取
得
制
額
を
越
え
る
場
合
に
お

け
る
そ
の
差
益
の
鎮
の
合
計
額
か
ら
当
該
差
議
の
額
を
揚
る
た
め
に
砲
援
要
し
た
費
用
の
額
の
合
一
九
封
鎖
又
は
封
殺
差
益

の
額
に
係
る
費
用
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
乙
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
残
額

特
溜
法
人
の
総
式
等
の
融
機
〈
金
議
商
品
取
引
法
第
二
条
第
十
六
項
に
規
定
す
る
金
融
商
品
教
引
所
〈
と
れ
に
瀬
す

る
も
の
で
外
題
の
法
令
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
も
の
そ
合
軒
。
〉

の
開
設
す
る
市
場
に
お
い
て
す
る
議
接
そ
の
他
政
令

で
定
め
る
も
の
に
罷
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
よ
る
対
面
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
株
式
等
の
取
得
価
額
及
び

二
九
双

翻

守� 

、
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当
該
対
舘
の
悩
織
を
得
る
た
め
に
議
援
護
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
額

債
券
主
義
援
に
よ
る
対
価
の
額
の
合
計
額
か
ら
当
該
蜜
券
の
取
得
伍
額
及
び
当
該
対
鎮
の
額
を
得
る
た
め
に
蓋
譲
要

し
た
費
限
加
の
額
の
合
計
織
を
腔
徐
し
た
残
額

特
許
権
、
誕
期
新
築
械
、
設
紅
機
殺
し
く
は
酪
牒
権
又
は
著
作
機
〈
出
版
機
吹
か
著
作
鱗
接
権
を
合
的
。
〉

こ
の
号
に
お
い
て
「
特
許
権
等
」
と
い
う
。
)

の
使
用
料
(
者
該
特
定
外
国
子
会
社
等
が
自
ら
行
っ
た
研
究
開
発
の
或

果
に 
mm
る
持
許
権
等
の
債
用
料
そ
の
強
の
政
令
で
定
め
る
も
の
を
偉
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
合
計
額

か
ら
当
該
使
用
泊
料
を
得
る
た
め
に
躍
援
要
し
た
費
用
の
額
の
合
計
額
を
控
除
し
た
残
鍛

船
齢
又
は
続
空
機
の
貸
付
け
に
よ
る
対
儲
の
繍
の
合
計
額
か
ら
当
該
対
怖
の
側
械
を
得
る
た
め
に
議
接
要
し
た
費
削
用
の

額
の
合
計
額
を
腔
緯
し
た
残
轍

第
六
十
六
条
の
六
第
八
項
を
同
条
第
九
壌
と
し
、
同
条
第
七
寝
中
「
、
第
四
項
、
」
を
削
り
、
同
問
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、

同
条
第
六
項
中
「
第
四
項
の
規
定
は
」
を
「
第
五
百
恨
の
規
定
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
い
に
改
め
、
同
項
を
開
条

第
七
現
と
し
、
部
条
第
ナ
江
市
慣
な
問
条
第
六
壌
と
し
、
開
明
快
の
前
に
次
の
一
壊
な
加
え
る
。

前
明
の
幌
定
治
、
第
一
一
唄
各
号
に
揚
げ
る
山
内
器
法
人
に
係
る
特
定
外
留
子
会
社
等
に
つ
き
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る 

いじ
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事
実
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
窓
外
関
子
会
社
等
の
そ
の
麟
溜
ず
る
事
幾
年
撲
に
係
る
部
分
溜
障
対
象
金
額
に
つ
い
て

は
、
連
用
し
な
い
。

各
事
業
年
度
に
お
け
る
部
分
通
用
対
象
金
額
に
採
る
収
入
金
額
が
千
万
需
以
下
で
あ
る
こ
と
。

各
家
裁
年
肢
の
決
算
に
器
づ
く
所
得
の
金
額
詑
相
当
叫
す
る
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
の
う
ち
に
当
該
名
事
業

年
壌
に
お
け
る
部
分
議
用
対
象
金
額
の
占
め
る
割
合
が
一
自
分
の
蕊
以
下
で
あ
る
こ
と
。

第
六
十
六
条
の
七
第
一
項
中
「
内
国
法
人
が
罰
瑛
」
を
「
内
国
法
人
が
、

現
又
は
同
条
第
題
環
」
に
、

「
の
う
ち
当

該
」
を
-
の
う
ち
、
当
該
」
に
、

「
金
額
は
」
を
「
金
額
又
は
当
該
特
定
外
出
掛
子
会
社
等
の
部
分
課
税
対
象
金
額
に
対
車
す

る
も
の
〈
当
核
部
分
鍛
税
対
象
金
額
に
相
当
す
る
金
額
そ
限
度
と
す
る
。
)
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
許
算
し

た
金
額
は
い
に
、

「
内
国
詩
人
に
お
け
る
特
定
外
部
出
子
会
社
等
の
課
税
対
象
金
額
」
を
「
内
関
法
人
に
お
け
る
特
窓
外
患
子

会
社
等
の
課
税
対
象
金
額
等
」
に
、

「
個
別
課
税
対
象
金
額
」
を
「
題
髭
課
税
対
象
金
額
等
」
立
改
め
、

同
条
第
二
項
中

…
内
密
法
人
が
」
を
「
内
語
法
人
が
、
」
に
、

一
当
該
山
内
題
法
人
」
を
つ
当
該
内
国
法
人
」
に
改
め
、

「
場
合
」
の
下
に

「
又
は
当
該
特
定
外
調
子
会
社
等
の
同
条
第
部
璃
に
規
定
す
る
憾
別
部
分
課
税
対
象
金
額
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
き
開
演
の

鏡
定
の
適
用
を
受
け
た
場
合
い
を
、 

3
1該
罷
部
課
税
対
象
金
額
い
の
下
に
吋
又
は
当
諮
問
糊
間
部
分
繰
税
対
象
金
額
い
そ
、

二
九
七

「

， 

L 
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「
の
繰
税
対
象
金
額
い

の
下
に
「
又
は
部
分
課
税
対
象
金
額
」
闘
を
加
え
、
開
条
第
一
ニ
寝
中
「
内
閣
法
人
が
い
を
長
一
部
法
人

が
、
い
に
改
め
、

「
場
合
い

の
下
に
「
又
は
開
条
鶴
間
同
績
の
規
定
の
適
用
に
係
る
特
定
外
顕
子
会
社
等
の
部
分
課
税
対
象
金

額
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
き
問
項
の
規
定
の
適
用
を
受
ぜ
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
六
十
六
条
の
八
第
一
一
境
中
「
当
該
内
国
法
人
に
係
る
持
定
外
国
子
会
社
等
」
を
「
外
国
法
人
」
に
、

「
第
四
項
ま
で
」

を
「
こ
の
条
」
に
、

「
当
該
特
定
外
国
子
会
社
等
」
を
「
当
該
外
国
法
人
い
に
改
め
、
開
門
条
第
一
一
職
中
「
当
該
内
出
掛
法
人
に

部
る
特
定
外
国
子
会
社
等
」
そ
「
外
閣
法
人
」
に
、

「
当
該
特
定
外
岡
子
会
社
等
い
そ
吋
当
該
外
開
法
人
い
に
、

ご
い
の
繍

及
、
ひ
次
噴
い
そ
「
第
一
一
一
瑛
ま
で
い
に
改
め
、

「「次叩掛川」

の
下
に
「
及
び
第
一
一
一
璃
」

を
お
え
、

勺
当
該
剰
余
必
恨
の
塑
当
等

の
額
に
」

を
「
、
こ
の
理
詰
段
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
に
」
に
改
め
、
開
条
第
十
項
中
「
第
二
項

言
設
の
」
を
「
第
二
項
弟
愛
又
は
第
九
項
前
段
の
」
に
改
め
、

「
第
六
十
六
条
の
八
第
二
項
諒
段
」

の
下
に
「
又
は
第
九
項

前
段
」
を
加
え
、
時
壌
を
制
作
条
第
十
七
璃
と
し
、
間
内
条
第
九
項
一
中
「
第
一
頃
」

の
下
に
「
若
し
く
は
第
一
…
…
璃
又
は
第
八
磯
脅

し
く
は
第
十
噴
い
を
加
え
、
跨
墳
を
関
条
鰯
十
六
項
よ
し
、
開
条
第
八
明
中
「
及
、
日
第
一
一
鳴
い
を
「
か
ら
第
一
口
明
ま
で
及
。

第
八
聴
か
ら
第
十
項
ま
で
」
に
、

「
銅
州
税
繍
ふ
税
額
轄
し
く
拭
態
別
課
税
済
金
額
」
を
「
諜
説
済
金
額
等
い
に
改
め
、
問
項
を

部
門
条
第
十
五
項
と
し
、
開
条
第
七
項
中
「
及
、
び
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
及
、
び
第
八
項
か
ら
第
十
項
ま
で
」
に
、 



〔

《

〈

「
、
線
税
演
金
額
」
を
「
、
課
税
掛
金
額
又
は
欄
間
接
聞
当
等
脅
し
く
詰
間
接
線
税
済
金
額
い
に
、

「
又
は
額
制
課
税
鋳
金

額
」
を
「
、
関
按
配 

等
若
し
く
は
間
接
髄
税
済
金
額
又
は
個
出
加
盟
側
税
済
金
額
、
館
別
間
接
配
当
等
〈
第
六
十
八
一
条
の
九
十

w
d

一
一
第
十
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
個
民
間
接
配
当
等
を
い
う
。
〉
若
し
く
は
鰭
部
間
接
線
税
滅
金
額
〈
次
瑛
に
お
い
て
「
諜

税
済
金
額
等
」
と
い
う
。
)
」
に
絞
め
、
日
間
項
を
同
条
第
十
関
璃
と
し
、

日
間
条
第
六
項
、
中
「
適
格
分
富
、
適
格
現
物
出
資
又

は
適
格
事
後
設
立
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
適
格
分
割
等
」
と
い
う
。
〉
」

人
い
を
「
被
現
物
分
艶
法
人
」
に
、

を
「
灘
絡
分
割
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法

「
第
六
十
八
条
の
九
十
一
一
第
五
項
」
を
刊
第
六
十
八
条
の
九
十
二
第
六
項
」
に
、

割
法
人
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
〈
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
分
割
法
人
等
」
と
い
う
。
)
」
を
円
分
割
法
人

悠
甘
い
に
、

「
第
一
一
一
項
の
」
を
「
第
四
項
の
」
に
改
め
、

「
分
部
前
十
年
内
事
業
年
度
又
は
」
を
削
り
、

「
同
条
第
五
現
」
を

「
出
向
条
第
六
項
」
に
、

「
同
条
第
一
一
一
頃
第
二
号
い
を
「
出
向
条
第
問
問
現
第
二
号
」
に
改
め
、
岡
市
慌
を
同
条
第
七
項
と
し
、
阿
現

の
次
に
次
の
ふ
ハ
壌
を
加
え
る
。

内
国
法
人
が
外
国
法
人
〈
法
人
税
法
第
二
十
一
一
一
条
の
こ
第
一
一
墳
に
規
定
す
る
外
調
子
会
社
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

以
下
と
の
項
に
お
い
て
封
じ
。
)
か
ら
受
け
る
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
剰
余
金
の
割
当
等
の
額

(
第
一
一
機
の
規
定
の
滞
期
を
受
け
る
部
分
の
金
額
を
除
く
。 
)

U

の
う
ち
当
該
外
罷
法
人
に
係
る
間
諜
特
定
課
税
対
象
金
額

九
九

分

s 
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に
達
す
る
ま
で
の
金
額
は
、
兆
一
該
内
閣
法
人
の
各
事
業
年
震
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
に
算
入
し
な
い
。

内
田
法
人
が
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
窮
余
金
の
担
当
等
の
額
{
法
人
税
法
第
三
十
三
条
の
ニ
第
一
一
壊
の
鰻
症
の
適
舟
な

受
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
と
の
項
に
お
い
て
関
じ
。
〉
が
あ
る
場
合
立
は
、
当
該
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
(
第
一
一
頃
の

規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
の 

淑
額
を
除
く
。
〉

の
う
ち
当
該
外
璽
法
人
に
係
る
関
接
特
定
繰
税
対
象
金
額
に
達
す
る
ま

で
の
金
額
に
つ
い
て
の
同
条
第
一
一
演
の
規
定
の
遷
舟
に
つ
い
て
誌
、
問
項
中
「
以
下
第
三
項
〆
ま
で
に
お
い
て

「
鰐
余
金
の

配
当
等
の
額
」
と
い
う
。
)
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
剰
余
金
の
配
当
等
の
鰻
か
ら
当
該
剰
余
金
の
配
均
等
の
額
に
係
る

費
用
の
額
に
結
当
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
仙
台
控
諒
し
た
金
額
」
と
あ
る
の
誌
、

「
次
項
及
、
び
第
一
ニ
聴
に
お
い
て
「
剰
余
金
の
醍
当
等
の
額
」
と
い
う
。
)
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
項
前


段
の
規
定
的
選
用
を
受
け
る
剰
余
金
の
総
当
等
の
い
織
に
保
る
同
法
第
一
二
十
九
条
の
こ
に
規
定
す
る
外
国
捺
泉
税
等
の
織
に


つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
は
、
遡
吊
し
な
い
。


内
用
四
球
人
が
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
鵜
余
金
の
担
当
等
の
額
(
法
人
税
法
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
遡
用
を

受
け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
一
こ
の
墳
に
お
い
て

)
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
剰
余
金
の
配
当
等
の
鱗
(
第
一
一
一
項
の

規
定
の
蹴
用
を
受
け
る
部
分
の
金
額
な
除
く
。
)

の
う
ち
当
該
外
罰
法
人
に
係
る
関
接
特
定
課
税
対
象
金
額
立
逮
ず
る
ま 

A


